
【基本方針】自然豊かな鳥屋野潟においては、環境に十分配慮しながら整備する
【環境調査】平成２５，２６年度に環境調査を実施
【環境対策】有識者・関係団体代表による環境対策委員会を開催

（第1回平成26年12月、第2回平成27年10月）

１．鳥屋野潟環境対策 H27.11.27 新潟県新潟地域整備部

平成25年度

環境調査

平成26年度

第1回環境対策委員会

市民団体・住民説明会

住民の意見募集

平成27年度

環境対策追跡調査

市民団体・住民説明会

住民の意見募集

第2回環境対策委員会

住民説明会

環境対策委員会

H27.10.9

H26.12.1

H26.12.20
H27.1.17～18

H27.3.9～25

H27.9.5
H27.9.12～13

H27.9.14～30

２．各種環境対策の検討（１）

ヨシの植生回復

法面の自然植生回復

工事実施後、早期に植

生回復を図るため、試

験施工にて検証

工事実施後、堤防の自

然回復について試験施

工にて検証

２．各種環境対策の検討（２）

光害対策

騒音・振動対策

ハクチョウ類のねぐら

環境について検討

生活環境についても対

策を検討

２．各種環境対策の検討（３）

水質汚濁対策

サクラ診断

水生生物などの生息環

境保全にあたり、自主

排水基準設定の検討

潟周辺のサクラについ

て健全状況を把握する

ため樹木医により判定
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３．環境対策について（１）

【重要種に対する配慮】

・ 改変箇所の近傍に生育する重要種に対して、工事用道路などの仮設計画も含

め工事による影響がないように現地確認し、重要種の保全に努める。

【堤防の覆土厚】

・ エチゴモグラ（哺乳類）および近縁種

の生息が可能と考えられる60cmの覆土厚を

確保する。

【片押し施工】

・ 築堤は工区を少しずつ区切り、片側から順次工事を実施する片押し施工とし、

モグラ類の脱出を可能とする。

【工事時間の短縮】

・ ハクチョウ類のねぐら利用時期（おおよそ１０月上旬～２月下旬）は工事の

作業時間を短縮する。

・ 福島潟が結氷や積雪した場合、オオヒシクイ（鳥類）の鳥屋野潟への飛来が

認められるため、工事時間の短縮を検討。（ハクチョウ類の対応に準ずる）

３．環境対策について（２）

【大面積掘削時の配慮】
・ヨシ原の大面積掘削区間の施工は、複数地区の同時施工を行わないなど、オ
オヨシキリの集団繁殖地が極端に減少しないよう配慮する。

・ヨシ原の大面積掘削区間のうち、掘削後にヨシ根が残置される場合は回復対
策は取らないが、そうでない場合は掘削後にヨシ根を混入させ早期の植生回
復を図る。

・大面積掘削区間のうち、現状が畑地、樹林地、ヨシ以外の植生地である場合
は現況のままとする。

【仮締切時の濁水対策】
・施工期間中は濁水対策を図る。
・仮締切時に重要種の生息が確認された場合は移動を図る。

ドジョウ メダカ北日本集団 スジエビ オオタニシ カラスガイ
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４．今後のスケジュール（環境）

整備後イメージ（春）

■ハクチョウ類調査について

・ 飛来するハクチョウ類について、行動調査を実施（平成27年10月上旬から）

・ 調査結果を基礎資料とし、有識者から助言をいただき、設計・工事に反映。

(調査概要)

・ 無人航空機（ドローン）を用いて上空か

らハクチョウ類の行動を撮影

・ 撮影画像から飛来数、分布の様子等につ

いて解析

■その他の環境対策について

・ 詳細設計などで生じる個別具体な課題については、これまで検討した環境

対策を基本とし、各分野の有識者から助言をいただき、設計・工事に反映。

・ 工事中や完成後の一定期間において動植物のモニタリング調査を実施し、

工事による影響の有無を確認しながら整備する。

４．今後のスケジュール（事業全体）

現地測量【予定】

平成27年12月 発注
４地区に分けて実施
①上沼・小張木
②桜木町・神道寺
③紫竹山
④長潟

平成27年12月 回覧周知

平成28年 1月 現地着手

平成28年 3月 測量完了


